
小学校外国語 5年｜NEW HORIZON Elementary 5 Unit 7 対応

Small Talk台本①（第2時・第4時のはじめ5分）

進め方（文科省の型）：帯活動として2時間に1回。5年は先生の話を聞くことを中心に、相手を替えて1〜2分

×2回。1回目のあとに中間指導（下の「ことばの補給」）を挟む。なりきりではなく本当の気持ち・本当の出来

事を話す。

話題1 先生の好きな季節（第2時）

板書：We have ～ in ～.　It's ～.　［cherry blossoms / festival / snow の絵カードを貼る］

T Hello! Look at this card. I like spring the best.
こんにちは！ このカードを見て。先生は春がいちばん好きです。

T We have cherry blossoms in spring. Pink, pink, pink! It's beautiful.
春には桜があります。ピンクでいっぱい！ きれいです。

T In summer, we have a big festival in this town. It's exciting!
夏にはこの町で大きなお祭りがあります。わくわくします！

T Which season do you like? Spring? Summer? Fall? Winter? Tell your

partner.
みんなはどの季節が好き？ ペアで伝えてみよう。（1〜2分）

S I like winter. We have snow!
（1語＋ジェスチャーでも十分。season の名前が言えれば成立）

つまった子への助け舟：季節を決められない子には絵カードを2枚見せて Spring? Or winter? と選ばせる。指させた

ら Nice! で成立。

話題2 外国の友だちに教えたい日本（第4時）

板書：Welcome to Japan.　You can ～.　［sushi / temple / kimono の絵カードを貼る］

T My friend Anna lives in Australia. She wants to come to Japan.
先生の友だちのアンナさんはオーストラリアにいます。日本に来たいそうです。

T Welcome to Japan, Anna! In Japan, you can eat sushi and ramen. Yummy!
ようこそ日本へ、アンナさん！ 日本ではすしやラーメンが食べられます。おいしいよ！

T You can visit a temple. You can wear a kimono, too. It's exciting!
お寺に行けます。着物も着られます。わくわくするよ！

T What can Anna do in this town? Think... and tell your partner.
アンナさんは、この町で何ができるかな？ 考えて、ペアに伝えよう。

S You can eat ramen! / You can see the river.
（You can のあとは絵カードを指さすだけでもOK）

つまった子への助け舟：町のじまんが思いつかない子には「学校でできること」へ広げる（You can play dodgeball.

/ You can eat school lunch. は全員が使える共有財産）。

英語教材ラボ 小学校版　https://eigo-kyozai-lab.com 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）



中間指導 1回目のあとに全体で（ことばの補給）

1回目のあとに全体で：「あいてに It's beautiful. や It's fun. の感想までつけられた人？」→ 感想のことばを黒板に

3つだけ並べ（fun / beautiful / delicious）、全員で声に出してから2回目へ。増やすのは1つだけにするのがコツ。

対話を続けることば 黒板横に掲示しておく

はじめる Hello! / How are you?

くり返す Soccer? Me, too!（あいての言葉をくり返す）

ひとこと感想 Nice! / Wow! / Really? / Good!

たしかめる Pardon? / One more time, please.

さらに質問 How about you? / Why?

おわる Thank you. / See you!

先生へ

・5年のSmall Talkは先生の話を聞くことが中心。ペアは1〜2分×1回でも成立する。先生の話をたっぷり聞か

せるほうが、この単元では効く

・「日本のすてき」を旅行の話にしない（行ったことがある子・ない子の差が出る）。教室・学校・町で見ら

れるものから出すと全員が入れる

・We have ... in .... の in のあとは季節でも月でもよい。子どもが月名を言いたがったら板書して見せる（月

名は音で十分。書かせない）

英語教材ラボ 小学校版　https://eigo-kyozai-lab.com

学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）
先生用
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